
 

平成16年 4月 1日 開所式 

     5月13日  竣工式 

            25日 春のバスハイク～海響館～ 

     7月 7日 七夕 

     8月11日 花火大会 

          ～綾羅木海水浴場砂浜～ 

        ９月25日 遊花フォーラム 

                          (のぞみの会主催) 

      9月30日 野外活動 

          ～深坂の自然の森公園～ 

    11月 3日 じねんじょフェスティバル 
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すること、この三つの理念を掲げ出発いたしまし

た。どの理念も障害者の施設として当たり前のこ

とばかりですが、時が経つにつれて施設の利用者

側よりも、運営側職員側の視点にたった支援に流

されやすい傾向がありますので、職員一人ひとり

が肝に銘じてこの三つの理念実現のため努力を重

ねていきたいと思っています。 

 新しい年に入り、じねんじょの梅本ゆう子さん

木下由季子さん、中村優太君が、成人を迎えられ

ましたので、１月１９日にささやかなお祝いをさ

せていただきました。何度も生命の危機にさらさ

れた厳しい状態を乗り越

えられたこと、この間の

親御さんのご苦労を思い

出し万感の思いがいたし

ます。三人とも逞しく成

長され本当に嬉しく思っ

ています。 

 今後とも、じねんじょとともに成長していきま

しょう。  

 「どんなに障害が重くても

住み慣れた地域の中で暮らし

たい」という人たちの願いを

実現するために開設した「じ

ねんじょ」も１０ケ月が過ぎました。施設長以

下常勤非常勤合わせて２７名の職員が支援にあ

たっています。開設当初は、不慣れな職員も多

く利用者や保護者の方々にはご迷惑をおかけし

ましたが、少しずつ安定した支援ができるよう

になってきたと思います。おかげさまで、利用

者の方も徐々に増え現在７７名の方にご利用い

ただいています。また、開設後も多くの方々に

ご寄付や励ましの言葉をいただいたり、沢山の

ボランティアさんにお手伝いいただき感謝して

おります。紙面をお借りしまして厚くお礼申し

上げます。 

 当センターでは、①一人ひとりの人権を尊重

し、その人らしさを大切にした支援をすること

②安全で安心できる場であること、③地域の人

たちと積極的に交流し、地域に根ざした活動を
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      12月 4日 成人記念撮影会（３名） 

      12月 9日 車椅子贈呈式 

      （「小さな親切」運動 下関支部） 
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 重症心身障害者地域生活支援センター“じねん

じょ”が誕生して、10ケ月が過ぎました。 

 重い障害を持つ人達とその家族にとっての夢の一

歩が実現しました。 

 ここに到る迄の道程には多くの方の熱い暖かい支

援があり、その作業の一端に関わらせて頂いた一つ

一つの思い出は、私の一生の宝となりました。 

 理事長金原先生と多くの支援者の方々に心から御

礼申し上げます。 

 全てが初めてのスタートに例えて言えば“じねん

じょ丸”の船出は、進水式のリボンを切ってそのま

ま海へ漕ぎ出したようで、見守る私達保護者の胸中

は期待と不安で、波のように揺れて

いたように思います。 

 現在は、施設長と素晴らしいス

タッフを得て、メンバーの皆さんも

元気にセンターでの生活を楽しんで

いるようで、私の娘も表情も良く楽しそうに送迎の

バスに乗っています。 

 幸いにも保護者会も昨年11月発会の運びとなり、

センターへの協力がスムーズに進められる体制がで

きて参りました。 

 今後も様々な課題はたくさんありますが、皆で協

力して一つ一つ取り組んで行きましょう。 

て友輝の生活も充実し、毎日の楽

しみが二倍になりました。我が子

のうれしそうな顔を見て人とのふ

れあいがどれほど大切な事かと感

じさせられます。私も親の会で皆

とふれあいながらじねんじょが子

供達の憩いの場になるよう協力し

たいと思っています。学校生活も残り三年となり、

今は放課後の楽しいむかごを卒業後も利用できれば

どんなにうれしいかといつも親子で話しています。 

 始めてじねんじょの説明会に行った時はまさか我

が子がこの施設を利用できるようになるとは思って

いませんでした。友輝は学校、先生、友達が大好き

です。しかし、自宅ではビデオを見る事しか楽しみ

を知らず、帰宅してから家族以外の人とふれあう事

ができませんでした。友輝にとってビデオの時間も

とても大切なものですが、他に楽しみを見つけてあ

げられない私は学校修了後の時間の使い方に悩んで

いました。むかごの話を聞いた時、今まで経験のな

い放課後の活動で私の方がワクワクしました。そし

居場所であった「デイケアハウスき

のみ」に関わり、当事者の運動体で

ある親の会「フロレスタ」の活動に

関わることによって、今ある福祉は

けっして当たり前ではなく、それま

での当事者や関係者の念願と運動、

社会により創出された授かりもので、大事に利用し

なくてはと思えるようになりました。地域生活支援

で助かっていることは、移動困難な児者とその家族

のためのきめ細かな送迎カバー。これはできそうで

実は一番叶いにくい支援で本当に嬉しいです。小さ

かった息子の身長や体重増加に拮抗して衰える親の

体力、今なら目上の母先輩の苦労や心配が実感でき

ます。親として息子の地域生活を強力にサポートす

る気持ちはありますが、及ばないことや問題もこれ

から多々出てくることでしょう。どうか今後も息子

の人生の力になっていただきますように切にお願い

致します。重症児者のための施設は、マンツーマン

で医療と切り離せない等、運営面、財政面で相当困

難な状況が予測されます。多くの市民の皆様のご理

解、重症児者に対するご支援、ご協力を心からお願

い申し上げます。 

  

 「おはよう」と目覚めた息子に声をかける。「今

日も学校です。それから『じねんじょ』に行きます   

。」と伝えると、「ハァ～ィ」と顎がぬけるほど大き

な口を開け、わかったのサイン。満面の笑みと全身

で歓びを表します。 

 下関養護学校に通う中学三年生の息子の放課後は

学校からスクールバスで自宅近くのバス停へ、マイ

カーに乗り継いで自宅へが定例でしたが、今は違い

ます。週三回『じねんじょバス』に乗り『重症心身

障害者地域生活支援センター』(以下センターとい

う）へ向かいます。家でも学校でもない新しい空間

で人間浴、豊かな余暇を過ごします。思春期でもあ

り、もしかするとお目当てのきれいなお姉さんと会

えるというような密かな楽しみを心に隠しているの

かもしれません。放課後や夏休み・冬休みに利用、

生き生きとした息子の表情やアクションを見るにつ

け、親として本当に嬉しく幸せに思います。十年前 

、息子が「下関市こども発達センター」の一期生と

なり、ピカピカの真新しい施設で大変お世話になっ

た当時も幸せでしたが、私はそれらの福祉を享受す

るばかりで、それが当たり前のように感じていまし

た。しかし、重い障害がある子どもの学校卒業後の
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瀬口 孝幸 (施 設 長)   

石塚 忠志 (主任支援員) 

柴田 美枝 (支 援 員) 

出口 千晴 (栄 養 士) 

西林 美和 (支 援 員) 

宮川 奈美 (看 護 師) 

濱野 ひろみ(支 援 員) 

杉村 粉津枝(支 援 員) 

中村 桃子 (支 援 員)  

鷲尾 愛子 (調 理 員) 

  
舩越 智絵 (支援員) 

新田 真由美(支援員) 

越智 裕子 (支援員) 
 

藤﨑 暢  (理学療法士) 金﨑 恵美子(看護師) 

鈴木 育実 (支援員)   浦野 芙美子(保育士) 

舩越 美智子(事務員)   小川 泰宏 (運転手) 

池藤 あさ子(看護師)   八嶋 順子 (支援員)   

野村 真弓 (支援員)   大濵 貴江 (支援員)   

山崎 良子 (保育士)   桝谷 奈美 (保育士)   

上園 聡子 (調理員)   米村 弘志 (運転手) 

「じねんじよ」って？ 

   じねんじょを育む会 

    会長 池内 京子 
 

 「じねんじょ」が開所して約

１年、充分な仕事ができません

でしたが、会長としての職務はまず宣伝と思

い、ここかしこにパンフレットを持ち歩いて

誕生までの経験を話して回りました。それま

でに「青山庵」を知ってくださっている方に

は容易でしたが、新規の販路開拓（？）に

は、まず「じねんじょ」のことばの意味から

説明しなくてはなりませんでした。 

 《重心＝じねんじょ》………この公式は一

般の方には？？？です。私たち関係者が日常

普通に使っている言葉も「業界用語」のよう

です。しかし、一般の方たちにわかりやすく

説明する努力をしてその存在を理解していた

だく過程は、私にとってもここに至るまでの

歩みを整理し、将来像を描く良い機会になり

ました。「じねんじょ」＝自念所 と言った人

もありましたが、今、まさにそうだと実感し

ている私です。 
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社会福祉法人じねんじょ 

 役 員 紹 介 

 （理 事）６名 

  （理事長）金 原 洋 治 

  （理 事）梅 崎  淳 

  （ 〃 ）木 下 七 生 

  （ 〃 ）友 田  有 

  （ 〃 ）山 口 洋一郎 

  （ 〃 ）瀬 口 孝 幸 

 （監 事） ２名 

   落 合 保 宣 

   新 井  萬 

 （評議員）１３名 

  池内 京子   井納  清 

  岩本 直人   大野 秀夫 

  片山 徳雄   神崎 正義 

  古賀 良昭   小林征之祐 

  日野 冨美     平岡 久和 

    廣井 千鶴   村田 正博 

    柴田  久 

寄付者氏名  （敬称略、五十音順）（２月２０日現在） 

  （ご寄付をいただき、大変ありがとうございました。） 

 早いものですね。市長をお迎えし

て、皆さんと一緒に開所式を行った

のが、昨日のような気がします。 

 開所当所は、重い障害をもつメンバーの支援を経

験したものが極めて少なく、全てが試行錯誤に近い

状態で不安が一杯でしたが、日を経るにつれ、少し

ずつ支援の中身が充実してきたように思います。し

かし、ちょっとしたことで体調を崩しやすいメン

バーが多いことを考えると「慣れ」だけは絶対に戒

めないといけない、ちっょとした変化にも気がつく

眼を養わないといけないと肝に銘じています。ただ

幸いなことにメンバーが思いの外元気に、喜んで毎

日通ってきていただき、有難いことだと思っていま

す。また、保護者の方には、辛抱強く見守っていた

だいたことに感謝したいと思います。 

 会報をもっと早く発行したいと思っていました

が、この時期になり、お詫びいたします。（瀬口） 

・中国通信工業株式会社 

・中川 重美 

・中島 利光 

・中島 智之 

・西山 功祐 

・西山 幸江 

・日東建設㈱ 

・野村 恵子 

・梅光女学院幼稚園母の会 

・梅光女学院幼稚園 

・羽藤 和子（２回） 

・浜本 哲也 

・浜本 盛秋 

・原田 学、原田 博子 

・日高 博文 

・武藤 清 

・メンバー保護者会代表 

・山口ゼロックス株式会社 

・山口ホンダ 

     ホンダプリモ小野 

・横田 和子（２回） 

・吉田 和夫 

・（株）ワークス・プロ 

・青木 啓子 

・いまいずみ小児科 

・池内 賢二 

・石川 公子 

・石塚 忠志 

・今村 閣見 

・宇都宮 光弘 

・宇都宮 康彦 

・宇都宮 幸弥 

・えのうら薬局（５回） 

・戎井 節子 

・おくぞの耳鼻科クリニック 

・大畑 寛記 

・沖野 忠義 

・㈱落合商会 

・かんみ 

・加藤税理士事務所 

・河合楽器サービスセンター 

・川中薬局（５回） 

・金原 洋治（１６回） 

・久保 栄治（長州場所） 

・久保 修二 

・下関酒造株式会社 

・下関ルミエール会 

・新井 萬 

・周防 孝男 

・髙部 貢祐 

・丹田 基一 

 あっという間に１年が経と

うとしています。メンバー・

スタッフ共に大きな病気や事

故もなく無事に過ごせてほっとしています。 

 編集しながら活動写真を見ているとメンバーの笑

顔に癒され、たくさんのパワーをもらっていたんだ

な…と思いました。どれも良い写真ばかりで選ぶの

がとても難しく、ほんの一部しか載せることができ

ませんでした。うまく編集できているでしょうか？ 

 パソコンも初心者で四苦八苦しながら編集したの

で見にくい所もあるかと思いますが、御了承下さ

い。最後になりましたが、編集に御協力下さった皆

様、ありがとうございました。 

 これからまた新たな１年が始まります。メンバー

と一緒に楽しく過ごしていきたいと思いますので、

温かく見守って下さい。 

    編集委員会 （野村 新田 柴田 西林） 

編集雑感 

・赤木 順二 

・久保 栄治（長州場所） 

・六人会・柴田 久 

・掛本 保・ソヨ 

・木のおもちゃアリス 

 67名の方々に登録していただ

き、ありがどうございました。 

 小学生や中学生の方にも参加

していただきました。 

 ２月末現在３名の方が週１～

３回参加しておられます。 


